
ダ ンマ パ ダ語 源 学研 究 ノー ト

山 崎 守 一

ブラフ教授によつて西北 イン ドの方言で書かれた 『ガーンダー リー ・ダルマパ

ダ』が公刊 され, 次いでベルンハル トによつて 『ウダーナヴァルガ』の校訂本が

出版 され るに及び, パーリ文 ダンマパダは, これらの伝本 との比較対照とい う新

しい視点からの再検討が可能になつた。一方, リューダースによつて東部方言で

書かれたと思われ る原始聖典の言語が西部イン ドに起源するパー り語へ及ぼした

影響のいくつかが組織的に研究 され, これまで難解 とされていた語句の意味もか

な り解明されるようになつた。その後も ドイツ学界におけるパー り語の言語学的

研究は大幅な進歩を示 している。しかしながら, い くつかの問題点は依然 として

未解決のままである。 したがつてパーリ文 ダンマパダを上記の伝本類 と比較対照

しながら, 必要に応 じてダンマパ ダの註釈書 ダンマパダアッタカターを参照し, 

さらに先学の多 くの砺究文献にも言及 しつつ, パーリ語をアショーカ王碑文に初

まる中期インドリアン語の一環 として再検討することも不可欠の研究と考えられ

る。本稿ではパーリ文 ダンマパダか ら sahkhatadhamma と anutthunalp の2語

句をとりあげ, 語彙研究の一助にしたい。

(1) sarnkhatadhamma

この複合語は,

mdse mdse kusaggena bolo bhun jetha bho janam,

na so sankhatadhammdnam kalam n'agghati solasim//70//

の 中 に み られ る。sahkhata- の 読 み を 検 討 す る に, ビ ル マ 本 ・シ ャ ム 本 と も sah-

khata- と 表 記 す る。 metre は sloka で あ り, pada c は U-U, U---で も

可 能 で あ る。 しか し, Suttanipata 70に お い て samkhatadhammo (Tristubh pada),

ま た suttanipata 1038に お い て sarpkhatadhammase (sloka pada) と あ る 事 実 に

基 づ い て sarpkhata-と 読 む べ き で あ ろ う。

註 釈 書 は Sarpkhatadhamma=atadhamma, tulitadhamma と 解 説 し, Pali Eng-

lish Dictionary に は salpkhatadhamma=“one who has examined or recogniged

the dhamma”と 記 載 さ れ て い る。 ま た, Radhakrishnan は “those who have well

understood the law”と, Max Muller は “those who have well weighted the
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Iaw”と 訳 し て お り, い ず れ も こ の 註 釈 の 立 場 を 採 用 し た こ と が 明 ら か で あ る。

一 方, こ の 語 は 仏 教 梵 語 文 献 の 中 で Svakhyatadharma と し て 表 わ れ る。 例 え

ば ダ ン マ パ ダ (=Dhp) 70に 相 当 す る ウ ダ ー ナ ヴ ァ ル ガ (=Uv) XXIV 20Eに お い て

は svakhyatadharmasya (Tibet: legs par gsuhs pa pahi dam chos kyi) を, Mahavastu

iii 435に お い て は Svakhyatadharmanarp を 指 摘 で き る。 パ ー り文 に Salpkhata-

dhamma と あ る の は, パ ー り訳 へ の翻 訳 者 が dharma の別 名 と して の Svakhyata

“well taught”を sahkhata に と り違 え た結 果 に 他 な らな い で あ ろ う。従 つ て こ

の パ ー り文 は本 来, svakkhata-dhamma-と あ るべ き で あ ろ う し, 第2半 詩 節 は

「彼 は よ く説 かれ た真 理 を得 得 した 人 た ちの16分 の1に も値 しな い」 と訳 す こ と

が で き よ う。

sarpkhatadhamma と svakkhatadhamma が混 同 され た とい う事 実 は Jaina 聖

典 の 相 当詩 頗 か ら も立 証 され る。Uttarajjhaya 9, 44に 次 の よ うな詩 頽 が あ る。

mase mase to jo halo kusaggena to bhunjae,

na so sakkhayadhammassa kalam agghai solasim.

註 釈 者 Devendra は Sakkhayadhammassa=svakhyatadharmasya を 記 す。 こ の 場

合 の 発 展 過 程 は サ ン ス ク リ ッ ト svakhyata のvがsに 同 化 さ れ, Sakkha (t) a に

な り, tがyに 変 化 し, sakkhaya と な つ た と見 倣 す こ と が で き よ う。 す な わ ち

sv-akhyata>*sakkha(t)a>Sakkhaya で あ る。

さ ら に lsibhasiyaim 41, 13に は

mase mase ya jo halo kus'aggena aharae,

na se sukkhayadhammassa agghati satimam kalam.

が あ る。Uttarajjhaya で は sakkhaya- で あ つ た の が こ こ で は sukkhaya- と表 記 さ

れ る。 も し sukkhaya が 正 し い 読 み で あ る な ら, そ の 派 生 はSkt. svakhyata>

Pali Svakkhata>*Svakkhata>AMg. sukkhaya と な る で あ ろ う。

(2) anutthunam

次 にDhp 156:

acaritva brahmacariyam aladdha yobbane dhanazn, 

senti capatikhina va puranani anutthunam.

に お け る anutthunarp を 検 討 す る に, こ の 語 は パ ー リ文 献 の 中 で こ の 詩 頗 に の み

表 わ れ る。Max Muller も Radhakrishnan も “Sighing after the past”の 訳 を

与 え, 現 在 分 詞 に 解 し て い る。Critical Pali Dictiorary (s. v. anutthunati) も 同 様

に 現 在 分 詞 に と つ て い る。 し か し文 法 的 に は anutthunarp が 単 数 形, senti が 複
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数 形 で あ る とい う矛 盾 が起 こ る。 そ こ で註 釈 書 を み る と anutthunam=anutthuna-

nta (複数) と して この 矛 盾 を解 決 し てい る。 ま た Andersen は anutthunam (単数)

と Senti (複数) の 不 一 致 は前 詩 頽 (155) に お け る jhayanti に 対 応 す る た め に

Senti と複 数 形 に した の で あ ろ うと推 定 す る。

さて こ こ でDhp 156に 相 当 す るUv XVII 4:

acaritva brahmacaryam alabdva yauvane dhanam,

senti capatikirna va pauranany anucintitah.

とガ ー ン ダー リー ・ダル マパ ダ (=GDhp) 139B: porapapi apusvaru.

を 検討 して み よ う。Uv の anucintitab は 明 らか に anu-cint の 複 数 形 の 現 在 分

詞 で あ る。 意 味 は 「思 い 出 しな が ら」 とな る。GDhp は apusvaro/apusvaru で

サ ンス ク リッ ト対 応 語 は anusmaran とな り, や は り 「思 い 出 しな が ら」 を 意 味

す る現 在 分 詞 で あ る。 この こ とか ら, オ リジナ ル な 形 は 現 在 分 詞 で あつ た こ とは

想 定 し うる が, それ ぞ れ の動 詞 の語 根 が異 な つ て お り, anutthunarp を 解 決 す る

糸 口 とは な らな い。

しか しな が ら ビル マ本 ・シ ャ ム本 か ら もや は り anutthunalp は正 しい読 み に 思

わ れ る。 そ こで anutthunalp に つ い て2つ の解 釈 が 可 能 とな ろ う。 まず第1に,

この詩 頽 は も と も と分 離 して い た pada 群 か ら文 法 に 注 意 が 払 わ れ ず に作 詩 され

た もの とみ る こ とが で き よ う。 い わ ゆ る patch-work verse で あ る。

そ して も う1つ の可 能 な解 釈 は anutthunarp を pamul タ イ プの absolutive に

と る こ と に違 い な い。anutthunarp は *anutthunarp か ら由来 し て 生 起 す る。 す

なわ ち anutthunarp<*anutthunarp で あ る。metre が sloka で あ る た め, U-U

-が 要 求 され -u->-u- に なつ た と解 せ よ う。 た だ し この タ イ プの absolutive は

W. Geiger, H. Hendriksen, S. Sen 等 に よつ てパ ー リ語 文 法 の 中 に 引用 さ れ て い

ない が, jhayalp (Theragatha 22), nibbindarp (Therigatha 26) 等 が 現 実 に ひ amul タ

イ プ の absolutive で あ る こ とがK. R. Norman 先 生 に よつ て 立 証 され て い る。

F. Edgerton に よれ ば 「仏 教 混 瀟 梵 語 に お い て -am で 終 る gerund は 主 動 作

と 同時, あ るい は主 動 作 に次 ぐ動 作 に次 ぐ動 作 に言 及 しつ つ, 主 動 詞 の副 詞 的 修

飾 語 と して そ の原 型 機 能 を維 持 す る傾 向 に あ る」 と pamul タ イ プ の absolutive

を 説 明 す る。 従 つ てDhp 156は 「若 い 時 に梵 行 (brahmacariya) を 実 践 す る こ と

な くして 財 産 を得 る こ と の ない 人 た ち は折 れ た 弓 の よ うに過 去 を思 い 悲 しん で横

た わ る」 と訳 す こ と が で き よ う。 〔紙数 の関係上, 注 は全 て割愛〕

(立正大学大学 院)
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